
今年､満天の花火と音楽は

東日本の人々へ､去年の恩返しにいたしましょう｡

2010年11月7日､口蹄疫からの再出発を誓った私たちの祭り

仙がんばっど宮崎･水平線の花火と音楽竹に2万人の人々が集いましたo

その日､音楽と光が2万人の笑顔を照らし出しました｡

会場の2万人の輝く笑顔を見ながら私たちは気づきました｡

｢この大空に､本当はみんなの笑顔を打ちあげたかったのだ｣と｡

それから4ケ月後｡

私たちが新燃岳噴火の動向を気遣い過ごしていた2011年3月11日､

東日本大震災が起きました｡

そこに生まれた計り知れない絶望や喪失や痛みの一端が

私たちの心につながっています｡

今年の``水平線の花火と音楽2Mの収益は復興支援金といたします0

昨年､私たちに寄せられた支援に対しての恩返しでもあります｡

口蹄疫からの再出発を誓った私たちの祭りが､

東日本の被災者の力になれることは､私たちのよろこびです｡

私たちがこの大空に打ちあげたいのは､みんなの笑顔です｡


